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1.建設業の役割

1-1.安全安心な社会への貢献

超高層建築物を支えるナック
ル・パイルの実現

安全・安心な建物の提供

節付き杭工法「ナックル・パイルおよびナックル・ウォール工法」において、既評定の適用
範囲の上限値を向上し、国内最大級の杭の支持力170MN（メガニュートン）が発揮できる
ナックル・パイルの一般評定を一般財団法人日本建築センターから新たに取得。将来建
設が想定される500m超の建築物にも適用可能に。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211223_1.h
tml

1-1-1.国土強靭化

防災・減災、国土強靭化に向
けたダム再生

既設のダムを運用しながら
ダムの洪水調節機能を向
上させる

局地的な豪雨が頻発する中、ダムの洪水調節機能が改めて見直されており、既設のダム
を運用しながらダムの機能を向上させる「ダム再生」が注目されている。
鹿島は、ダム再開発工事に必要な多くの技術開発を行い、それを束ねる総合力を発揮し
てダム再生工事に取り組んでいる。

鹿島建設 ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_special
/dam/index.html

地震対策技術、災害シミュ
レーション技術「maXim」

防災計画の検討などに活
用できる技術

当社は、連鎖的な発生が想定される地震や火災や津波など複数の災害の予測やその際
の避難行動の解析結果を統合し、VR（仮想現実）による事前体験を可能とする災害事象
の統合VRシステム 「maⅩim/マキシム(商標登録出願済み)」を開発した。「maXim」は、建
物のBIMデータを活用し、各災害事象の解析結果を3次元モデル内に時間経過に沿って
統合化。それをドーム型スクリーンやVRゴーグル等のＶＲデバイスで可視化する。これに
より誰でも容易に、複雑な災害事象をリアルに把握した上で防災計画の検討などが行え
るようになった。

複数の災害と避難行動の
VR統合可視化

竹中工務店 ● ●
https://www.takena
ka.co.jp/news/2017
/03/04/index.html

地震モニタリングシステム
「ユレかんち」

地震時の建物の揺れを測定
し、建物の健全性を判定する

戸田建設オリジナルの「ユレかんちセンサ」を利用し、地震時の建物の揺れを測定し、建物の健全
性を判定するシステム。
「ユレかんちセンサ」は地震時建物の動きを加速度データとして感知し、それをインターネット回線で
クラウドサーバーに送り、サーバー内で建物震度として計算し、過去の被災度データとの比較で建
物の安全性を判定する。ユーザーはPCやスマートフォンを用いて、その情報を取得することが出来
る。

戸田建設 ●
地震モニタリングシ
ステム「ユレかんち」
（戸田建設）

https://www.maeda.
co.jp/csr/feature2/

https://www.arcc.jp
/

建設業の使命としての災害
復旧

災害発生時に一刻も早い
復旧を目指す

・豪雨に伴い発生した大規模な浸水被害に対する堤防緊急復旧工事
・自治体との災害協定

建設会社､自治
体

● ●
https://www.kajima.
co.jp/news/digest/f
eb_2020/feature/ind
ex.html

SDGｓ17の目標

●前田建設工業コンセッション事業
インフラサービスの運営を通じ
た地域活性化

少子高齢化・人口減少による、国・地方自治体の財政悪化とインフラの老朽化とそれに伴う維持・
更新費の確保、自治体の技術職員不足などの課題に対する解決方法の一つ。
コンセッション事業を行うことで、施設の長寿命化や集約・複合化、最新技術の導入による高効率化
などを推進している。愛知県有料道路運営事業等では、「愛知道路コンセッション株式会社」を設立
し2016年10月より、国内初の有料道路コンセッション事業として愛知県道路公社が運営する有料道
路の維持管理・運営業務、地域活性化に繋がる様々な施策を実施。

○ ○

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211223_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_special/dam/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2017/03/04/index.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.toda.co.jp/tech/construction/monitoring.html
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.maeda.co.jp/csr/feature2/
https://www.arcc.jp/
https://www.arcc.jp/
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
https://www.kajima.co.jp/news/digest/feb_2020/feature/index.html
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SDGｓ17の目標

ハード・ソフトの両面でお客
様のBCPを支援

企業、そして社会が直面す
る適切なBCP（事業継続計
画）構築という課題に対応

災害リスクを可視化し、災害への備えを行い、避難・復旧の対応を安全かつ迅速に――。
ハード・ソフトの両面で高度な知見を持つ、鹿島にしかできない支援策を提供する。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

DUCMM工法（鋼管立坑から
の直接発進・到達工法）

被災した地中管路の復旧、
付替え等において鋼管立
坑によるシールド・推進工
事に適用することで、工期
短縮、コスト縮減

シールド・推進工事の鋼管立坑において、切羽安定の地盤改良を必要とせずに直接発進
または到達することが可能な工法である。

錢高組 ●
http://library.jsce.or.
jp/jsce/open/00035
/2012/67-06/67-
06-0176.pdf

地震・津波等の災害に対す
るリスク低減の施策

公共土木施設の耐震化や
津波対策等の推進、危険
密集市街地の解消

緊急輸送道路上の橋梁の耐震化や河川堤防・湾岸堤防棟の整備、避難場所（公園・広
場）の整備による密集市街地の安全性向上。

国土交通省 ● ○
https://www.mlit.go.j
p/report/press/con
tent/001406365.pdf

雨水流出抑制効果とヒートア
イランド現象緩和効果をもつ
舗装「ハイドロペイブライト」

雨水流出抑制とヒートアイ
ランド現象緩和

透水性舗装と湿潤舗装を組み合わせることで、豪雨被害とヒートアイランド現象の2つの
社会課題解決に貢献する多機能舗装「ハイドロペイブライト」を開発。

大林組､大林道
路

○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220902_1.h
tml

既存宅地の住まいながら液
状化対策工法

東日本大震災で発生した
住宅地の深刻な液状化被
害に対する恒久対策を通
し、国民の安全・安心の確
保に寄与

既存宅地に居住した状態で、粘性土層があっても効果が期待できる液状化対策工法を世
界で初めて開発。宅地境界のみを地盤改良壁で囲むだけで液状化対策が可能なもので
あり、効果の評価手法と狭所での施工法を開発した。(浦安市での適用実績有）

竹中土木 ● ○ ○
https://www.takena
ka-
doboku.co.jp/techno
logy/smartcolumn/

総合的な津波防災計画の提
案

高精度な津波防災計画の
策定に貢献

「津波浸水シミュレーション」「地理情報システム（GIS）」「避難シミュレーション」などを用い
て、ハード・ソフト両面にわたる総合的な津波防災計画を提案。

五洋建設 〇 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/solution/sol_03/in
dex.html

1-1-2.インフラ保全・長寿命化

橋梁リニューアル統合管理
システム「OBRIS」（オブリス）

道路橋リニューアルの生産
性・施工品質向上

高速道路橋の大規模リニューアルプロジェクトにおいて、既設構造物の出来形測量から
新設構造物の設計、プレキャスト部材（床版と壁高欄）の製作、現場施工、維持管理まで
のデータを一元的に活用することで、各フェーズでの業務を効率化するクラウド型統合管
理システムを開発。
OBRIS -D(Design：設計統合システム)、P(Production：製作統合システム)、C
（Construction：施工統合システム）、M（Maintenance：維持管理統合システム）の4つのシ
ステムで構成され、設計や施工に必要なデータが連携されることで、各フェーズにおける
手作業の自動化による省力化や、デジタルツインを用いた施工シミュレーションの導入な
どを実現し、生産性の向上だけでなく不具合の未然防止や高品質の確保に寄与。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221111_1.h
tml

宅地境界を改良壁で囲む新しい

https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00035/2012/67-06/67-06-0176.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406365.pdf
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220902_1.html
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/technology/smartcolumn/
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/solution/sol_03/index.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221111_1.html
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SDGｓ17の目標

スティフクリート
道路橋リニューアル工事に
おける交通規制期間の短
縮と耐久性の向上

道路橋リニューアル工事における交通規制期間の短縮と耐久性の向上を目的として
UHPFRC「スティフクリート」を開発。超高強度材料の採用により薄層での補強が可能とな
り、長期耐久性にも優れる。さらに、早期強度の発現性能と早期硬化時間の制御性能に
より、早期に交通開放が可能に。橋面に勾配がある橋梁への適用も可能。

大林組、大林道
路、UBE三菱セメ
ント

○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20210921_1.h
tml

道路橋リニューアル
「スマート床版更新（SDR）シ
ステム®」

安価で高速施工を可能に、
ソーシャルロスを大幅に低
減

「工程短縮」や、専用の床版撤去・架設機による「安全施工」により、交通規制等による
ソーシャルロスの大幅な低減を可能とする道路橋の床版更新システム。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_renew
al/bridge_renewal/in
dex.html#!body_01

高速道路リニューアルプロ
ジェクトを支える工法開発

高速道路の長期保全
高速道路の大規模更新工事の生産性向上技術として、「床版クールカット工法」や「走行
台車付きダブルワイヤーソー工法」を開発。従来工法と比べて大幅に床版の撤去作業に
要する時間の短縮が可能。

清水建設 ●
https://www.shimzt
echnonews.com/hot
Topics/news/2022/
2022-06.html

建物を使い続けるための制
震改修　超大型TMD「D3SKY
（Dual-direction Dynamic 
Damper of Simple Kajima 
stYle）®」

多くの超高層ビルは制震
性能不足や、長周期地震
動による大きく、長い揺れ
の不安を抱えており、この
問題を解決

超高層ビルの屋上に巨大な❝振り子型のおもり❞を設置することで建物全体の揺れを抑
える技術。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/sustainability/
sdgs/index-j.html

ラディッシュアンカー工法（地
盤を迅速に補強し、土砂災
害に対する防災力を強化）

従来のアンカー体に比べ、
太くて短いアンカー体を用
いて地盤を強化・補強する
工法

本工法適用で法面を急勾配化できることによる空間の有効利用が可能になる。切り取り
補強土留壁工、斜面・のり面補強工などの本体工事の他、アースアンカー代替工法として
掘削土留め工などの仮設工事、盛土のり面の急勾配化にも活用できる。地盤全体の安定
性の向上を図ることができることから、降雨や地震に対しても高い補強効果が期待でき
る。

東急建設 ●
https://www.tokyu-
cnst.co.jp/technolog
y/1664.html

ニューマチックケーソン工法
高耐震性の地中構造物の
構築

躯体剛性が高く、鉛直方向・水平方向の荷重に対し高い支持機構を有する構造物。
ｵﾘｴﾝﾀﾙ白石､大
豊建設

●
https://www.orsc.co
.jp/tec/newm_v2/nc
on02.html#04

インフラ長寿命化の技術開
発

インフラの長寿命化
・ダム機能の向上や長寿命化を図る再生技術
・橋の架け替え・補修技術

鹿島建設､清水
建設､IHI

● ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_dam/r
enewal/index.html

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20210921_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.kajima.co.jp/tech/c_renewal/bridge_renewal/index.html#!body_01
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2022/2022-06.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.kajima.co.jp/sustainability/sdgs/index-j.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.tokyu-cnst.co.jp/technology/1664.html
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.orsc.co.jp/tec/newm_v2/ncon02.html#04
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_dam/renewal/index.html
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SDGｓ17の目標

トンネル覆工コンクリート補
修・補強工事用システム足
場「フラップリフト」

トンネルの補修・補強工事
における交通規制期間の
短縮

トンネル1スパン分（10.5m）の半断面の作業床を確保できるトラック積載型システム足場
「フラップリフト」を開発。本足場は大型トラック（15t積）に搭載の上搬入し、トラック荷台上
で足場を展開できる。トラックの荷台上に設置することで、速やかな足場の展開・格納や
搬入・搬出が可能となり、夜間の1車線規制の作業にも容易に対応が可能。足場は、油圧
装置により補修場所にあわせて最適な高さ・位置に調整できるため、作業効率が大幅に
向上する。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20211004_1.h
tml

地盤改良施工管理システム
「OGIMS」（オージムス）

地盤情報の可視化と施工
情報とのリアルタイム連携
による改良地盤の品質向
上および施工管理の省力
化

空港・港湾施設などの地盤改良工事において、改良地盤の品質向上および施工管理の
省力化が可能となる地盤改良施工管理システムを開発。
削孔検層地盤推定技術、3次元可視化技術、施工状況連携技術の3つの技術で構成。地
盤改良工事を行いながら、改良範囲の地盤性状をより正確に推定し、地盤変位量などの
施工状況をリアルタイムに管理するとともに、3次元モデルを用いて地盤情報などを可視
化。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221118_1.h
tml

コンクリート中空床版橋架け
替え工法「HOLLOWAL」（ホ
ローワル）

交通規制期間の短縮

すべての部材を工場で製作するプレキャストセグメントを利用したコンクリート中空床版橋
架け替え工法。従来工法に比べ、交通規制期間を約半分に短縮することが可能で、幅員
分割施工にも対応した新しいコンクリート中空床版橋架け替え工法「HOLLOWAL」を開
発。

大林組 ○ ●
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20221018_1.h
tml

コンクリート橋のPC桁拡幅工
法「PCワイダー」

車線規制期間の短縮によ
る道路利用者への負担低
減、工事車両数の縮減に
よるCO2排出量削減

コンクリート橋の拡幅工事で、PC鋼材やコンクリートの数量低減により拡幅部分の重量を
従来の60％にできる新しい工法「PCワイダー」を開発。

大林組 ○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220930_2.h
tml

光ファイバによる構造モニタ
リング

光ファイバ神経網による
痛みの分かる構造物の実
現に向けて

インフラ構造物に光ファイバを網目のように張り巡らせ、半永久的に計測できる特長を活
かし、あたかも生物の神経網のように、痛みの分かる構造物を実現する。

鹿島建設 ○ ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/katri/tec
hnology/results/fea
ture_001/index.html

熊本復興のシンボル　
新阿蘇大橋

九州交通の要となる震災
で崩落した熊本・阿蘇大橋
の復旧工事

徹底した合理化施工と多彩な技術・工夫によって、標準工期に比べて1年4カ月短縮して
の早期供用を実現した新阿蘇大橋。本橋梁の開通により、地震で寸断されていた熊本市
内と南阿蘇村とを結ぶ主要アクセスルートはすべてつながった。熊本復興のシンボルとし
て、九州観光の要となる南阿蘇地域へのルート回復により、市民生活の利便性の向上、
さらなる観光の活性化が期待される。

大成建設 ○ ○ ● https://www.taisei.c
o.jp/aso/

建築とまちのレジリエンスの
向上

災害対策・支援メニュー拡
充と適用

近年相次ぐ自然災害や感染症、さらに将来の南海トラフ巨大地震発生や気候変動などに
対してレジリエントな建築・まちの実現が社会の課題となっている。当社は様々な災害対
策技術の開発・普及に取り組んできたが、2020年改めて感染症対策・水害対策・ライフラ
イン途絶対策など強化すべき領域を定め、2021年は対策技術の開発・整備に着手し現在
開発を継続している。また、これらの技術を活用し、お客様や地域のレジリエンス向上に
貢献するため、コンサルティングなどソフト面の支援を強化しており、オンラインでの防災
教育KPI 支援や各種訓練の支援などを実施した。

竹中工務店 ● ●

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20211004_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221118_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20221018_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220930_2.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/results/feature_001/index.html
https://www.taisei.co.jp/aso/
https://www.taisei.co.jp/aso/


　　　　　　　　　 ・・・代表事例 ・・・・代表に類似した事例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 参考資料

事例タイトル 目的・目標 具体的内容 参考図 実施主体

貧
困

飢
餓

保
険

教
育

ジ

ェ
ン
ダ
ー

水
・
衛
生

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
成
長
と
雇
用

イ
ン
フ
ラ

、
産
業
化

、
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

不
平
等

持
続
可
能
な
都
市

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

気
候
変
動

海
洋
資
源

陸
上
資
源

平
和

実
施
手
段

URL、文献名、出典
（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

プレキャスト床版の新たな接
合方法「すいすいC&T工法
TM」を開発

大規模インフラ更新事業に
おける老朽化した高速道
路橋といった床版の取替
工事における床版接合の
作業工程20%程度短縮、工
事費15%程度の低減、優れ
た耐久性能の実現

独自の継手構造を用いることで、プレキャスト床版の現地接合を容易にする。 戸田建設 ●

プレキャスト床版の
新たな接合方法「す
いすいC＆T工法
TM」を開発（戸田建
設）

砕・転圧盛土工法

ため池に堆積した底泥土
を、当該ため池の堤体の改
修あるいは補強のための
盛土材として有効活用する
盛土工法

本工法は底泥土を材料として築堤土を製造するため、築堤土購入と底泥土処分の必要
がない。単なる改良と異なり、”初期固化－養生－解砕”というプロセスにより、強度・遮水
性・変形性など当該事業と設計基準が要求する品質に合わせて設計･適合できる。築堤
土の有無、底泥土処分などに左右されず、事業制約条件を予めクリアし改修を速やかに
実行できる。

　 ﾌｼﾞﾀ 　 　 　 　 ● 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3174/

ハイリフト無濁浚渫工法
ダム取水口近傍で発電を
止めることなく堆砂除去

ダム湖の水質を汚濁させることなく、底に溜まった土砂（堆砂）を20ｍ以上の吸い上げ高さ
（揚程）で除去可能。本工法は高性能な真空発生装置と、泥土を搬送するために独自開
発した中継ポンプユニット「高濃度攪拌ポンプ」を搭載し、真空吸引のみでは不可能とされ
ていた水上10ｍ以上の揚程でも効率よく堆砂を除去でき、作業にともなう水質汚濁の発
生を抑えた浚渫工法である。

　 ﾌｼﾞﾀ 　 　 　 　 ● 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/11811/

高度解析技術による建物の
安全性の検証

建築とまちのレジリエンス
の向上

東北地方太平洋沖地震などの大地震を契機として、原子力施設や官公庁・病院などの重
要施設は、巨大地震等に対する厳格な安全性が社会から求められるようになっている。
当社は、業界トップ性能のスーパーコンピューターと解析ソフトをフル活用し、広範囲の地
盤と複数の建物の挙動が同時に説明できる高精度な解析技術を保有し、数多くのお客様
の課題解決や許認可取得に貢献している。

地盤と複数建物の連性解析

竹中工務店 ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

BCP・地震リスク対策
建築とまちのレジリエンス
の向上

近年、地震が頻発していることからBCPにおける地震リスク対策が重視されている。庁
舎、病院、研究施設などの重要機能の維持に有効な免震技術について、当社は多様なソ
リューションを提供している。例えば、重要な部屋だけを免震化する費用対効果の高い
「部屋免震システム」や、日常の維持管理から地震後の健全度推定機能までカバーした
「免震建物の総合モニタリングシステム」など、お客様のニーズに応じたソリューションを
提供している。

部屋免震システム

竹中工務店 ○ ●
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

無線式LANボートを使った桟
橋調査診断システム

遠隔操作により、狭隘な桟
橋下面を安全かつ効率的
に調査・診断し、維持管理
の効率化に貢献

桟橋下面に無線式LANボート（i-Boat）を航行させ、狭隘な箇所でも安全かつ効率的に調
査を行うことができる。
搭載したカメラにより劣化状況を撮影、画像を3次元化することでひび割れや剥離などの
欠陥位置を正確に把握し、専用ソフトを用いて、劣化度の診断を自動で行うことができる。

五洋建設

○

（
安

心

安

全

な

労

働

環

境

）

○ ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
018/180116.html

国内初の恒久的砂輸送シス
テム構築
（ジェットポンプ式サンドバイ
パス工法）

港湾の砂堆積と砂浜侵食
の２つの課題を、恒久的な
砂輸送システムで解決

堆積海岸域の砂を固定式ジェットポンプで吸い込み、配管を通して侵食海岸域へスラリー
輸送することで、侵食された海岸を復元させる。
従来は、ダンプ等で砂を輸送していたことと比較して、騒音・排ガス等の環境悪化、渋滞
等の問題が抑制できる。

五洋建設、静岡
県

○ ○ ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/project/pj_story/2
014/19.html

https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210330_002916.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3174/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/11811/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/es_report/pdf/2022/all.pdf
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/news/2018/180116.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/project/pj_story/2014/19.html
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31日）

SDGｓ17の目標

新設の高速道路本線橋に超
高耐久橋梁（Dura-Bridge®）
を採用

橋梁構造物のメンテナンス
フリーの実現

高速道路橋は、凍結防止剤の散布や沿岸部の飛来塩分により、鋼材の腐食による劣化
が課題となっている。超高耐久橋梁（Dura-Bridge）は、設計基準強度80N/mm2の高強度
繊維補強コンクリートを使用することにより、鉄筋の配置をなくし、PC鋼材に替えてアラミド
FRPロッドを使用してプレストレスを導入することで、腐食劣化の可能性を排除した。

NEXCO西日本
三井住友建設

○ ●
https://www.smcon.
co.jp/service/dura-
bridge/

ソフトコアリングC+
RC土木構造物をやさしく高
精度に診断します

「ソフトコアリングC+」は、建築で実績のある直径Φ25mmの小径コアを用いたコンクリート
強度調査法「ソフトコアリング」をさらに発展させて、土木構造物への適用と、コンクリート
圧縮強度に加え、塩化物イオン量、中性化深さの測定まで可能とする診断技術である。
・コア径がΦ25mmと小さく過密配筋部材からも採取できる。
・従来のΦ100mmコアに比べて構造物に与える損傷を小さくできる。
・軽量小型マシンで容易にコアを採取することができ、かつ採取跡の補修も容易。
・同一のコアで圧縮強度・塩化物イオン量・中性化深さを同時に調査できる。

錢高組 ○ ●
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech21
.html

1-1-3.自然災害時の緊急復旧

顧客や行政機関等との災害
協定の締結

災害時に社会活動が早期
に再開できるように、非常
時に支援できる体制を構築

日建連会員各社 ● ○
日本建設業連合会　
関東支部　災害協定
の写し

遠隔操縦ロボット「ロボＱＳ」

災害復旧に早期対応でき
る、汎用の油圧ショベルに
現地で装着可能な遠隔操
縦装置

災害復旧の無人化施工を実現する遠隔操縦ロボットとして1999年に「ロボＱ」は開発さ
れ、コンパクトに分割して搬送可能な機器を、現地にある一般の建設機械に装着するだけ
で、無人化施工することが可能としている。改良された「ロボＱＳ」では、「操作レバーがワ
ンタッチ装着」「故障モニタリング、フェールセーフ機能の拡充」「メンテナンス性、安全性向
上」「組み立て時間の短縮」など改良が加えられ安全性、緊急時の機動性が更に向上し
た。

　
ﾌｼﾞﾀ･九州地方整
備局･IHI

○ ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3031/

従来のφ10cmコア(左)と小径コア

https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.smcon.co.jp/service/dura-bridge/
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech21.html
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